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 概念メタファー理論（Conceptual Metaphor Theory: CMT）は、1980年





 Kövecses (2010) は概念メタファーを次のように定義する。認知言語
学において、概念メタファーはある概念領域を別の概念領域をもって理
解させるものである（Kövecses 2010:4）。そして概念メタファーは、＜

















るのだと解釈することができる。Kövecses (2010) から引用した表 1は、
概念メタファー＜愛は旅である（LOVE IS A JOURNEY）＞を特徴づける体
系的な対応関係、つまりマッピングを示す（Kövecses 2010:8–9）。 
 
表 1 ＜愛＞と＜旅＞のマッピング 
 
ソース領域＜旅＞    ターゲット領域＜愛＞ 
旅人     → 恋人 
乗り物    → 恋愛関係そのもの 
旅     → 恋愛関係にあるうちの出来事 
旅をした距離   → 作られた過程 
出会った障害物   → 経験した困難 
行き先の決定   → 行動の選択 









（Kövecses 2010:173）。概念メトニミー＜部分と全体（PART FOR WHOLE）
＞が例として挙げられる。この概念メトニミーは We need some good 
heads on the project（私たちはプロジェクトに優秀な頭（人物）が必要
だ）などのメトニミー表現の上位レベルに存在する。人間の＜部分＞で





















 本研究で筆者は次の二冊を選択した。Marék Veronika作の Jó éjszakát, 























 筆者は上記二冊の絵本からそれぞれ 46 文を分析した。これは、二冊
の対象年齢の違いゆえ文量も大幅に異なるためである。全 46 文の Jó 











 本論文では二冊の 46 文におけるメタファー・メトニミー表現を次の
二つの観点から考察する。一つ目は二歳対象と五歳対象の絵本の違い、
二つ目はハンガリー語と日本語の違いである。二歳の子ども対象の絵本
Jó éjszakát, Annipanni!にはメタファー表現が 3、メトニミー表現が 4 あ
った。このメトニミー表現のうち 2 つはオノマトペである。一方、五歳
の子ども対象の絵本 Mazsolaの 46文にはメタファー表現が 5、メトニミ
ー表現が 17 あった。このメトニミー表現のうち 3 つはオノマトペであ
る。そして、邦訳本『おやすみ、アンニパンニ！』にはメトニミー表現
のみ 2（いずれもオノマトペ）あり、『こぶたのレーズン』にはメタフ





4.1.1 Jó éjszakát, Annipanni!の分析 
 まず初めに、二歳対象の絵本 Jó éjszakát, Annipanni!における概念メタ
ファー・メトニミーを分析する。絵本の中のメタファー表現の一つに、
“Boribon már mélyen alszik.（文字通りの意味は「ブルンミはもう深く眠
っています」）”（Marék 2014:19）がある。この mélyen（深く）という
深さを示す語がよい眠りを意味する。よって、概念メタファー＜眠りの
質は深さである（THE QUALITY OF SLEEPING IS DEPTH）＞がこのメタファ










わかる。よって、＜頭は容器である（HEAD IS A CONTAINER）＞という概
念メタファーが背景にあるとみられる。次の二つの表現 “(…) 


































次の表現“A cica is jól megmosakszik, de víz nélkül.（文字通りの意味は
「猫もよく洗っています、でも水なしで」）”（Marék 2014:9）の背景
には概念メタファー＜動物の振る舞いは人間の振る舞いである


























タファー＜時間は物体である（TIME IS A PHYSICAL OBJECT）＞に基づい




た」）”（Bálint 2015:1）である。この文における födél （屋根）は家を
意味する。家の一部である屋根を家全体の代わりに用いて、家全体が表
象されている。これは概念メトニミー＜部分と全体（PART FOR WHOLE）
＞に基づいている。メトニミー表現 17 のうち 3 つが次のようなオノマ






理由（SOUND FOR THE REASON THAT CAUSED IT）＞がみられる。 
 この絵本の 46 文中最も頻出した概念メタファーは、 Jó éjszakát, 
Annipanni!と同じように＜人間は動物である（HUMAN IS ANIMAL）＞だ
った。この概念メタファーの＜人間の振る舞いは動物の振る舞いである






















表 2 絵本における＜動物＞と＜人間＞のマッピング 
 
ソース領域＜動物＞    ターゲット領域＜人間＞ 
老犬     →  落ち着いていて忠実な老人 
雌鶏     →  噂好きの女の人 
猫     →  地に足のつかない人 




 動物のステレオタイプの歴史は長く、ギリシャ神話（Aesop, around 










は 22 のメタファー・メトニミー表現があり、二歳対象のものには 7 し
かみられなかった。メタファーとメトニミーの間ではメトニミー表現の
方が多く見つかった。特に差が顕著なのは五歳対象の方で、メタファー









かったのに対し、Jó éjszakát, Annipanni! の邦訳本である『おやすみ、ア
ンニパンニ！』にはメタファー表現はみられなかった。ハンガリー語原
文のメタファー表現“Boribon már mélyen alszik.（ブルンミはもう深く眠
っています）”（Marék 2014:19）は日本語では「ブルンミはぐうぐうね
ています」（マレーク 2003:11）とオノマトペを用いて訳され、別のメ
タファー表現“Töri a fejét Annipanni.（文字通りの意味は「アンニパンニ
は頭を割って（砕いて）います」で「考えています」の意味を表す。）”











る音とそれを引き起こす出来事（SOUND CAUSED FOR THE EVENT THAT 
CAUSED IT）＞、後者は＜引き起こされる動きとそれを引き起こす出来































ない」）の訳「ぼろぼろの」（バーリント 2012:5）、a szél elfújta a 
kalapot（風が帽子を吹きました）の訳「風がぶわっと、ぼうしをふき






来事（STATE CAUSED FOR THE EVENT THAT CAUSED IT）＞、「ぶわっと」
はいきなりの強い風の動きを表すので＜引き起こされる動きとそれを引
き起こす出来事（MOVEMENT CAUSED FOR THE EVENT THAT CAUSED IT）＞、
「さっと」は素早い動きや掃くときの音を表すので＜引き起こされる行
為あるいは引き起こされる音とそれを引き起こす出来事（ ACTION 
CAUSED FOR THE EVENT THAT CAUSED IT OR SOUND CAUSED FOR THE EVENT 
THAT CAUSED IT）＞といった概念メトニミーがみられる。いずれも概念
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